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  12月の古名は「師走」です。師匠もあちらこちらと走り回らなければならないほど、気ぜわし

い月だからこの字が当てられたとされています。 

子どもたちにとっても､教職員にとっても、12月

は、2学期の学習の振り返りとまとめの時期です。

学期末は、各教科のテストやノート、作品等の記

録をもとに、復習が必要な所を再度指導し、冬休

み中の過ごし方のめあてを持たせる期間でもあり

ます。特に、教科数の多い中・高学年は、学習し

たことがどれだけ身についているかを、子ども自

身が分からないと、次の学習のめあてを持たせることができないので、私たち教職員も、気を引

き締めて指導に取り組んでいかねばならないと思っております。 

  市内ではインフルエンザの流行も確認されています。しっかりと学習に取り組むためにも、ま

ずは健康が第一です。規則正しい生活と衛生に気をつけて、大人も子どもも、師走を元気に過ご

しましょう。 

 （インフルエンザ予防については、養護教諭が発行している「ほけんだより」をご覧ください。） 

 

 

 

  11月 1日は、「ふくしま教育の日」でした。これは「県民の教

育に対する理解を深め、本県の学校教育、社会教育及び文化を

充実させ、並びに発展させることを期する日として、ふくしま

教育の日を設ける。」という趣旨のもと、平成 15年 3月 24日に

「ふくしま教育の日条例」が制定されて、平成 15年度から各学

校で実施されているものです。この第 1条が先述の（趣旨）第 2

条が「ふくしま教育の日は、11月 1日とする。」第 3条が「第 1

条の趣旨にふさわしい取組を行う期間として、11月 1日から、

同月 7日までをふくしま教育週間とする。」と続きます。市内各

校でも、11月の 1週め

は、期日や時間を決めて、自由に参観していただく機会

を設けています。（当初、この事業を広めるために「学校

へ行こう」のスローガンが掲げられたため、「学校へ行こ

う週間」という呼び名で覚えられている方も多いようで

すが、正式には「ふくしま教育週間」といいます。） 

 本校でも、11月 1日のヒガリンピックと、5・6・7の 3

日間の授業を公開しました。今年は、方部図画習字展の

展示と「卒業アルバムコーナー」もあったため、参観者

が、前年より少し多くなったようです。 

♪大きく 元気に 素直に育て♪ 



  最近、全国的に SNSを介しての殺人事件や誘

拐事件が多発しています。特に、11月下旬に起

きた、大阪の小 6女子児童(12歳)と茨城の女子

中学生（15歳）が、誘拐・監禁され、栃木県で

保護された事件と、新潟県で 20歳の飲食店店員

が殺害された事件が大きく報道されました。 

前者は会員制交流サイト（SNS）で、後者はオ

ンラインゲームで加害者と知り合った事が、被害

のきっかけでした。 

上の写真は、3年 1組の情報モラルに関する授

業の様子です。ネットの情報を信じて、嘘のサ

イトに誘導されたり、だまされたりしないよう

に、年齢に見合った実例をもとにして、児童の

意識を高めようとしています。学校では、学級

活動の時間等で、情報モラル教育を行っていま

すが、一人一人のネット環境の安全は、各ご家

庭の協力なしに、管理することは不可能です。 

いわき東警察署の生活安全課の方からは、家

庭で自由にスマートフォンを使っている子ども

が無料トークアプリをダウンロードし、出会い

系サイトにアクセスしてしまう事案が多発して

いるそうです。福島県でも一昨年、県北地区の

高校生が埼玉県座間市で発見されるという、痛

ましい事件がありました。学校では、持ち込み

が禁止され、家での使用も短い時間を推奨して

いる携帯電話とスマートフォンです。もし、ご家庭で、お子様に利用させている場合には、必ず

フィルタリングをしてください。また、自分の子どもだけは大丈夫と思い込まず、お子様と親子

の会話をよく行い、保護者の管理下で、安全に、時間を決めて、ゲームや言葉遣い、閲覧サイト

等に注意するなどの管理をお願いいたします。 

11月 27日（木）に、PTA文化講演会を開きまし

た。演題は「インターネットの安全な使い方～子

どもたちをネットの被害者にも加害者にもさせな

いために～」です。まさに､目の前の子どもたちを、

インターネットの誘惑から守るための講演でした。

講師には NTT東日本等、長年にわたり通信関係の

会社に勤務し、現在は公益財団法人「仙台応用情

報学研究振興財団」の研究員としてご活躍の小田

桐俊治氏をお迎えしました。将来の就職や進学に

も影響するネットトラブルに巻き込まれないため

には「①親子でルールを作る」「②機器とアプリの設定に留意する」「③必ずフィルタリングする」

の 3点を行うことが大事だと教えていただきました。「あんしんフィルター」という機能があり、

利用時間等も設定できるのですが、やっていない場合が多いそうです。是非､点検をお願いします。 

フィルタリン

グが大事で

す！ 


